
閾南語効摂一等字の文白異読について

樋 口 靖

§1、 は じめ に

閲 南 語効 摂 一 等 字(豪 、 晧 、 号 韻)の 大 多 数 の 読 音 は伝 統 的 な取 り扱 い

方 に よれ ば 文 言 音 で 一〇、 白 話 音 で 一auで あ る。 例 え ば、 「草 」 は文 言 音 で

はCts'o、 白話 音 で はCts'auと 読 まれ る。 しか し、 小 数 の例 外 も あ っ て 、例

え ばCampbell(1913)の 記 述 に よ れ ば 「嫂 」 の文 言 音 はcsっで あ り、 白 話

音 はCsoで あ る。 ま た例 え ば 「膏 」 の読 音 は、 文 言 音 で。ko・(潤沢 の 意 味)、

白話 音 でckっ(,加 一io聾 膏 薬)で あ り、 その 外 にckau(。 肋%一cliaη膏 粱)、

Campbe11(1913)で は 白 話 音 扱 い)も あ る1)。 「高 」 の 文 言 音 はckoで あ

り、 そ の 白話 音 はckau(。 肋%一hio『 高 興)で あ る が 、ckっ(c如 一ctai一。t訂

高 擡 錢2)、Campbe11(1913)で は 白話 音 扱 い)も あ る。 これ らの字 の 韻 母

を見 る とそーの 文 白 に よ る分 布 は複 雑 で 対 応 が 整 然 とし て い な い こ とが わ か

る3)。

草

嫂

膏-

高

文言

一〇

一つ

一〇

一〇

白話

一〇

一つ

一つ

白話

一au

一au

-au

文言音は本来文言文 を読誦する際の個々の漢字の読音であるから、原則

として1種 類の読音 をもつのみである。したがって、 もし別の新しい読音

が文言音 として移入 されることが あれば、かつて文言音であった もので

も、みずか ら白話音の地位に落ちなければならない ことが ある。 「嫂」
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のCSっが字音 として新 しく移入 された文言音であるとすれば、CSOは かつて

文言音の地位を占めていたことになる。これに対 して 「膏」 と 「高」の白

話音ckっは個別の単語の形式 として借用 されたため に、未だ文言音の地位

に昇 ることが出来 ないでいると解釈される。「膏粱」 と 厂高興」はともに

明 らか に官話音か らの借用 と見 られるから、 この中の 「膏、高」の韻母

一auは 「草」等の字の白話音一auとは来源の全然異なるものである
。

言い換 える と、「草、嫂、膏、高」4字 の韻母 における一〇はそれが文言

音であるか白話音であるかに関 りなく、すべて同一の言語層に所属するの

であ り、「草」 と 「膏、高」 における一auは発音が同じであるに もかかわ

らず前者 と後者では別個の言語層に所属するものであるように見 える。 と

ころが、「嫂」 と 「膏、高」に現れる一っ音は、文 白系統 における地位 は異

なるけれども、語音層 としては同一層に所属するものであるように見 え

る。

そもそも効摂 はその一等か ら四等まで閾南語文 白音系統 との対応関係 に

おいて最 も単純な摂の一つである。 にもかかわ らず、特にその一等字の文

白異読の現れかたに単純でない点が存在す る4)。拙論 の目的は、効摂一等

字の閲南語文白異読 における現れ方の観察 を通じて、幾つかの言語層の入

り交 じり現象を分析 してみることにある。

§2、 豪韻における文白異読の取 り扱われ方

閾南語 において豪韻字の文 白異読はこれまでどのように処理 されてきた

のであろうか。「十五音」5)では大多数 の字が文言音 として 『高韻』に登

録 されている。その読音 は一〇である。小数の字が交韻 に登録 されている。

その読音は一auである。「十五音」『交韻』に現れる豪韻字 とその読音 は以

下の如 くである。
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交 韻

尻ck'au

糟ctsau

繰cts'au

操cts'au

蚤Ctsau

草Cts'au

竈

掃

懊

袍

抱

つtsau

つsau

つ
au

cpau

,o

pau一

(酒 ～)

(～ 練)

』(狡
～)

(花 ～)

(炊飯具)

(帚也)

(～惱)

樋 口 靖

cf.高 韻

ctsO

cts,O

CtsO

Cts'0

つt
sO

つSO

つ0

(持也 、P'02

引取 挾 也 、 懷 ～ 也)

(酒滓)

(～持)

(齧人跳虫)

(百卉総名、又～創、

～稿、～書、又苟簡

日～～)

(駕車炊者)

(除穢棄也)

(悔恨也、～惱也)

(挾也、懷也)

前述の ように、Douglas(1899)とCampbel1(1913)の 取扱方 も 「十

五音」 と同様 に、一〇を読書音 として、豪韻字一au音のほとんどを白話音 と

している。 また、羅常培(1931)も 基本的には一〇を文言音 と見なし、一au

を白話音 と見なしている。要するに伝統的に一〇韻母 は文言的用法であ り、

一auは白話的用法である。 しかし、文言音一〇をそのまま文読層 に属すると

し、白話音一auをそのまま白話層に属するもの と考 えるか どうかはまた別

の問題である。例 えば、楊秀芳(1982)は 一au韻母 は文読系統 に属するも

のであり、一〇韻母 こそ白話系統 に属するものであると考 えている。その

理由は、効摂二等肴韻、三等宵韻、四等蕭韻の文白音は、
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例字

二等 膠

三等 焼

四等 釣

閾南語効摂一等字の文白異読について

文 読 白読

一au-a

-1au}10

-1au-10

の如 くであり、これ と一等豪韻の2種 の韻母 を比較 し、一auを文読音 とす

れば文読音の系統がずっとすっきりするし、 また、白話音 となる一〇は宵、

蕭韻 の一ioと 「同韻異 等」の関係 になる ことにあ る。 このほか余靄芹

(1982)も 「廈門は遂渓 と同様に文読 は一auあるいは一iau、白読 は一〇ある

いは一ioである」 とした。その理由は閲方言効摂 白読 は外転であり、その

ため韻尾が主母音 に吸収されるか或は脱落 していると考えられているので

ある。

§3、 閠南語豪韻韻母の分析

(1)一au韻 母

王育徳先生(1987)は 閾南語豪韻の一au音を白話音 と認め、これ らが広

母音一a一を保存することと、韻尾一uが健在であることか ら、中古音を比較

的忠実に反映 したものであると考えた。そして、慧琳音義の反切、唐五代

西北方音、宋代卞洛音が何れ もauの 形であるところか ら、厂おそらく関中

方言圏から入植 した開拓民 によって齎されたものであろう」 と述べ られ

た。筆者もまた王先生 と同様 に閾南語豪韻の一au音は基本的にはやは り白

話音の韻母であると考えるものである。但 しその理由は先生 とは多少異な

る。私見では、豪韻一auの一部 は官話か らの借用音であるが、その基幹部

分は王先生の考えよりも更に古い語音層の残留であると考える。およそ、

豪韻字 は上古幽部 と宵部に淵源する。そして聞南語で一auに読 まれる字の

重要部分は幽部に所属している(黄 典誠1982、 余靄芹1982)。 例えば、
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、袍 、tng一飽%ρ

抱 ραπo-Ciっη

老 伽2一 、lao

糟Ctsiu一 。劒%

蚤cka-c醜%

竈c磁 〃一ck'a

草 ・な跏 一tue2

掃Cpia-sα πρ

樋 口

(長袍)

(撫養する)

(老人)

(酒糟)

(蚤)

(台所)

(田舎)

(掃除する)

靖

等はすべて幽部字であり、しかも口語常用字 として用いられる。 これに対

して、膂部字 としては 「高、i操、到」等があるが、『これらはすべて官話か

らの借用語 に現れ、官話音 であると解釈 され、その用法 も書面語的であ

る。

例 え ば 、

毛 。〃z伽 一pi∂ず

高 。肋%一hieガ

膏 。肋%一 、liaη

操Ct'e-c孟S初Z6

至旺 劾%ρ一Cte

脳ct'au-Cnau

悩auつ 一・η伽

(欠点)

(嬉 しい)

(コ ー リ ャ ン)

(体操)

(と う と う)

(頭脳)

(悩 む)

李方桂(1980)の 再構音 によれば上古幽部一等の韻母は一〇gwで あ り、上

古霄部一等の韻母 は一agwで ある。 また、張現(1984)で は幽部一〇ug、膂

部一augで ある。いずれ にして も、主母音一e一と一a一の対立 は上古音 におけ

る内外転の対立 と見て構わない。一般に内外の区別は 「主母音の強弱 とし

て反映す る(頼 惟勤1957)」。内転系の音節は主母音が弱 く韻尾が強いのに

対 して、外転系の音節は主母音が強 く韻尾が弱い。従って、幽部に由来す
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る一au音字 は強い韻尾が主母音 に吸収消滅 されるのに抵抗 して残留 した形

式であると考 えられる。・そ して、この一auを含む口語形式は廈門語のみな

らず泉州系、・潭州系閾南方言および福州語、蕭田語く潮州語、海南語6)す

べてに存在する極 めて強固な基礎的白話語彙を形成 している。結論 とし

て、官話音 に由来するものを除けば、閲南語豪韻字の うち一auに読 まれる

ものは上古音的語音層を保存するものであることが解る。

(2)一 〇韻母

上述の白話音一auが上古音の遺留形式であるとすると、豪韻一〇韻母は文

読系統に属することにな り、 この点では伝統的取 り扱いと変わ らない。そ

して この一〇は一auより新 しい時代層を反映 した形式であるはずである。な

ぜなら、上の余靄芹(1982)説 を認 めるならぼ、一〇音の形成 は、上古幽

部 と上古宵部が一つに合流 して中古豪韻*一 αuが形成 された後でなければ

な らない。すなわち、外転 としての豪韻 の強い主母音一αに弱 い韻尾の一U

が吸収 されるか或 は脱落 したと考 えるのが合理的だか らである。

しかしこの文読者一〇韻母は均質なものではな く、少な くとも二つの言

語層を含む可能性がある。その理由は二つあって、ひとつは他の方言 との

比較によるものであ り、 もう一つの理由は、そのように考えると音系の内

部的整合性を満足 させることが出来ることにある。

1)潮 州語、海南語お よび潭平(永 福)方 言等の豪韻では一〇音字 は少

数派であって白読音 とされているのに対 して、多量の一au音字が存在 し、

文読者 として扱われている。その中の一部の一au音字(袍 、抱、老、糟、

蚤、竈、草、掃な ど)は 閾南語 と同様の理由を以って上古音の反映である

と見られ、『また別の一部(毛 、高、操、到、脳、悩な ど)は 官話か らの借

用語 である と見 られ る。で はその他の一au音字(褒 、保、堡、宝、褓、

暴、帽、冒、叨、濤、島、搗、滔、掏、討、套、濤、陶、道、稲、導、

盗、悼、瑙、牢、労、醪、撈、滂、遭、漕、棗、澡、藻、躁、慥、曹、
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槽 、 粤 、 造 、 騒 、 掻 、 躁 、 燥 、 噪 、 皋 、 槁 、 縞 、 杲 、 尻 、 考 、 靠 、 犒 、

熬 、 傲 、 蒿 、 蘚 、 好 、 耗 、 豪 、 壕 、 毫 、 号 、 浩 、 皓 、 襖 、 澳 、 奥 、 懊 な

ど)は な に か とい う に、 これ こ そ が 王 育 徳 先 生 の い わ ゆ る 「中 古 音 の比 較

的 忠 実 な 反 映 」 で あ っ て 、 閾 祖 語*一 αu(ChangKuang-yu、1986)の 音

形 を直 接 に継 承 す る もの で は な い か と思 う。 そ して この グ ル ー プ の上 に 官

語 音 か ら の 借 用 形 が そ の 音 相 が 同 じ で あ る か 或 は 極 め て 近 似 した 為 に

overlapし て し て形 成 さ れ た の が す な わ ち 潮 州 語 、 海 南 語 の文 言 音 韻 母 一

auで あ る と考 え る。 こ の文 言 音 一auは 廈 門 語 に は残 っ て い な い 。 しか し、

これ は明 らか に廈 門 の 文 言 音 一〇に相 当 す る もの で あ る。 す な わ ち 、

㎝<瓢::
.一

潮州 ・海南の一auが、廈門の一〇韻母 に対応するとすれば、潮州 ・海南の白

話音韻母一〇はなにか。例えば、潮州語で一〇韻母 をもつ字 は 「保、堡、宝、

報、抱、毛、帽、刀、倒、討、陶、逃、桃、淘、萄、牢、棗、草、槽、

嫂、高、膏、樵、稿、告、好、耗、号」等であるが、 これ らはやはり廈門

語の一〇韻母 に当たると見なさざるをえない。 しかも、潮州 ・海南語でこれ

らが 白話音 として扱われている事実から、廈門語においてもこれ らのグル

ープは文言音の中で も相対的に古い言語層を反映 しているのではないかと

考えられる。すなわち、潮州 ・海南 における文言音一auと白話音一〇はとも

に廈門語では文言音一〇に相当 し、 この両者の区別は閾南語文読音の中に

かつて新旧二層が存在 したことを想像させるのである。

2)効 摂二等肴韻の文読 は一auであり、白読 は一aである。 これを一等豪

韻 と対比すると、
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廈 門

文 白

一 等 豪 韻 一〇 一au

二 等 肴 韻 職u-a

潮州

文 白

一au-〇

一au-a

となるが、我々はすでに廈門の白話音一auを上古的音形の残余であると考

えたので これを排 除し、文言音 中の旧層の一〇を一〇αとして(新 層 の一〇を

一〇βとする)、白話音の位置に置いてみると、

廈門 潮州

文 白 文 白

一等豪韻 一〇β 一〇α 一au-0α

二等肴韻 一au-a俄u}a

となる、この時、廈門と潮州の白話音一〇αは、一等の祖語*一 αuがその韻

尾を吸収脱落 させた形式で伝承 された ものであ り7)、それに対 して、二等

韻の一aは祖語一auがその韻尾を脱落させた形式で伝承 された ものである。

このように解釈すれば、文白音の系統は極めて整合的になる。

以上をまとめると、閾南語豪韻の言語層は少な くとも四層を含み、古い

順 に最古層の一au(白 話)、 旧層の一〇(文 言α層)、 新層の一〇(文 言β層)、

官話層の一au(白 話)と なる8)。

§4、泉州音 との比較

泉州方言 における豪韻字は3種 類の文白韻母 を持 っているようである。

泉州方言最古の語音資料たる 「彙音妙悟」9)に拠れば、これ らの字 は 「高

韻」一っ、「刀韻」一〇、「郊韻」一auに所属 している10)。この内、「郊韻」は

効韻文言音、侯 ・尤韻 白話音等を含むが、ほかに 「老、袍、糟、竈、掃、

草、操」の七個の豪韻字も含み、すべて 「解」、「俗」、「土」の字様 を付し

てこれ らが白話音であることを注記 している。 また これらはその他の閾南
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方言 に一au音で現れるもの と同 じ形態素であり、従って先 の議論によって

上古音の遺留であることは問題 ない。彙音妙悟'「刀韻」 は 「此一音倶従土

解」すなわち白話音専用韻であ り、中に歌戈韻 と豪韻が含まれる。「高韻」

には模魚韻、歌戈韻および豪韻字が含 まれる。「刀韻」中の豪韻字は54字、

「高韻」中の豪韻字 は158字 でほとん どすべての豪韻字が ここに所属 してお

り、後者は前者の約3倍 である。両方 に重複 して現れる豪韻字 は 「褒、

宝、保、堡、報、刀、倒、逃、萄、淘1道 、到、討、桃 、套、瑙、脳、

遭、棗、槽、曹、造、草、騒、嫂、燥、躁、羔、幽樵、膏 、高、稿、藁、

告、犒、毫、襖、奥」の38個 の常用字である11)。三読す る字 は、「草」一

字だけである。

高韻 刀韻 郊韻 ・

草ctsb(～ 木、ん創)cts'o・(什 ～)cts'au(～ 仔)

これ らの用字法か ら見て 「高韻」所属字は明らかに文言音 として扱われて

いる。っ音が文言音 として現れ、一〇音が 白話音 として現れるこのような

現象は、ただ 厂彙音妙悟」ばか りではなく、南安、永春、同安等の県にお

ける現代泉州系閾南語すべてに反映 しているようである。そればか りでな

くこの現象は泉州に隣接する菷田 ・仙游方言にも及んでお り、泉州府、r興

化府に共通する現象であるらしい。

問題 は泉州方言 にお ける一っ、一〇音が廈門等 その他の閾南方言の どの語

音層に相当するかということである。泉州方言 におけるこのような文 白音

の分布を観 察してこれを廈門音のそれ と対比 してみれば、泉州文言音一っは

廈門の文読β層(新 層の一〇、潮州の文言音一au)に 対応 し、泉州白話音一〇

は廈門の文読α層(旧 層の一〇、潮州の一〇)に 対応す ることは明 らかであ

る。すなわち、廈門語で文言音 としてoverlapし て しまった新旧二層の一〇

音は、その新層は潮州では一auで現れるのに対 して泉州では一っで現れる。

その旧層は潮州では一〇で現れるが泉州で もやはり一〇で現れ る。
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廈 門

β層 一〇

α層 一Q

古 層 一au

閾南語効 摂一等字の文 白異読 につ いて

『潮 州 泉 州

一au .一つ(濤)

一〇 ℃(刀) ・

一au-au'(竈)

この現象に関連 して考 えておかねばな らないことが二つある。ひ とつ

ドは
、福州音 における豪韻字のほとんどすべてが、っ に読 まれ る事実で あ

る。言い換 えれ ば、福州の一っは廈門の一〇に対応 している。この両者 の豪

韻字韻母の音価の違いは次のように図式化出来る。すなわち、廈門の文読

β層の一〇は泉州 ・興化では一っに読まれ、福州で も一っに読 まれる。 これに対

し福州の文読α層の一っは泉州 ・興化では一〇に読 まれ、廈門で も一〇に読 まれ

る。

廈門 泉州 ・興化 福州

β層 一〇 つ つ

α層 一〇 一〇 一つ

前述の如 く、α層の一〇は閾南祖語の一αuがその韻尾 を吸収域は脱落 して単

母音化した もので、廈門、潮州、泉州すべて一〇とい う閾南語で一致 した

形式で現れており、極 めて安定 していると言える。 これに対して、純然た

る文言音 としてのβ層は廈門一〇、泉州一っ、潮州一auとい うバ ラバ ラの形式

で現れているσ これは、廈門では、かつて泉州のよう・に一っに読 まれていた

β層の豪摂字がα層の一〇音に合流 し、福州では逆に一〇に読 まれていたα層

の豪摂字がβ層へ合流 したと推測される12)。

1:::1:二〉 辮ll>
このような合流はどの時点で起 こったのであろうか。それは、果摂一等

字 との統合が完成 した後のことであると思 う。中古歌戈韻の非円唇後舌母
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音*一 αは中世音では円唇母音*一 〇に変化 したが、閾語 における歌戈韻文

言音は北宋時代 には確実に円唇母音 に読まれてお り、豪韻文言音 と合流し

ていた(王 育徳、1987)。 但 しその音価が一〇であったか一っであったかは決

定出来ない。しかし、 とにか く閾南語において歌戈韻文言音 と豪韻文言音

は以後行動 を共にすることになった。

「彙音妙悟」では
、歌戈韻字が文言音 として豪韻と共に 「高韻」に所属

するのみならず、白話音 として 「刀韻」にも所属 している。例 えば、

高 韻

波cPっ(水 ～)

妥t'っ つ(～ 當)

鑼cb(楽 器)

梭csっ(手 爬)

歌ckっ(謳 ～)

和 。hっ(順 也 、 平 也)

刀 韻

cpo(～ 浪)

t'oつ(～ 當)

。10(銅 ～)

cSO(～ 仔)

cko(～ 曲)

。ho(～ 好)

すなわち、泉州では歌戈韻字 と豪韻字はそれぞれ合併 して文言音 「高韻」、

白話音 「刀韻」 という対立 を構成 している。泉州音におけるこの事実は、

古閾南語において、歌戈 ・豪韻 白話音一〇と歌戈 ・豪韻文言音一っとがすでに

形成 されていたことの反映であろう。泉州ではこの区別が保持 されて現在

に至っているが、廈門においては両者の音価があまりに近似 していたため

に混同が起 こり、一〇ひ とつに統合 されて全体 として文言音に成 り上がっ

た。福州では同様 の混 同が逆の方向 に起 こり、一っに統合 された と解 され

る。

§5、 おわ りに

閾南語文 白異読については既 に多 くのことが語 られている。 よく知られ

ているように閾南語の文白音 はそれぞれ一つの系統を形成 している。しか
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し、文読音 と白読音の対応関係 はそれほ ど単純な ものではな く、文読系

統、白読系統内部 にそれぞれ古い層 と新 しい層のoverlapが あ り、白話音

にも文読層に属するものが交じっている可能性があ り、その逆 もある。文

白異読は 「時代不同的語言層次現象」であ り、「白讀和文讀都可能有幾個

層次」(余 靄芹、1982)な のである。

効摂は重韻 もなく開合の対立 もない最も単純な摂である。その一等豪韻

の中古音が後舌母音を主母音 とする一αu系の ものであった ことはほとん ど

疑いない。にもかかわ らず閾南語文白異読への反映 はかなり複雑である。

本論 はその事実 を音系内部の分析 と、近隣方言 との比較 によって説明しよ

うとした。中で も泉州音は廈門音では消失 した語音区別 を保存 しているこ

とが多 く、研究上利用価値が高い。豪韻字あるいは歌戈韻字の高韻 ・刀韻

への反映現象はそのひとつである。

註

*拙 論 は第 三 届 国 際 閾 方 言 研 討 会(1993年1月11-12日 、 於 香 港 中 文 大 学)

に提 出 され た 論 文 に 手 を加 え た もの で あ る。

1)ckau一 弖liaη一csio"膏 梁 焼"、Douglas(1899)に"astrongsortof

spirits"と あ る 。

2)ckっ 一ctai一メ訂"高 擡 銭"、Douglas(1899)に"largebundlesofidola・

trouspaper.(representingmoney)tornintoverylongshreds"と あ

る 。 ま た 、 「日台 大 辞 典 」 に は、 「kim一弖gun-ctsua"金 銀 紙"の 一 種 。

紙 を切 り御 幣 の如 くし た もの 。 芝 居 の 時 に掛 け打 出後 焼 く」 とあ る。

3)「 早 」 の 白 話 音Ctsa、 「稲 」 の 白話 音tiu2は と も に例 外 。 こ こで は 論 じ

な い。 「稲 」 は本 字 で は あ る ま い。

4)お よ そ 閲 南 方 言 の単 母 音 韻 に は み な 後 舌 母 音 一〇と一っが あ る。 一〇(「十

五 音 」 の`高 韻')の 主 た る來 源 は 果 摂 一 等 と効 摂 一 等 の 字 で あ る
。 一っ
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(厂十 五 音 」 の`沽 韻')の 主 た る來 源 は 遇 摂 一 、 三 等 お よ び 流 摂 一 、 三

等 の字 で あ る。 果 摂 、効 摂 は外 転 に属 し、 遇 摂 、 流 摂 は 内転 に属 す るの

で 、 両 者 の 対 立 は極 め て は っ き り して い る。 これ らの韻 に所 属 す る字 音

は、 各 地 の 閾 南 方 言 の 間 で 非 常 に綺 麗 な対 応 を見 せ る。 例 え ば、

例 字 廈 門 潭 州 泉 州 潮 州 海 南

好 一〇 一〇 一〇 一〇 一〇

補 つ つ つ 一〇U-OU

外 転 果 摂 の 文 白 異 読 の 現 象 を見 よ う とす る な ら、 開 口歌 韻 の 文 読 音 は一

〇、 白読 音 は一uaで あ り、合 口戈 韻 の文 読 音 は一〇、 白読 音 は 一uaで 、 唇 音

以 外 の 白読 音 は一e/一ueで あ る。 仮 摂 麻 韻 二 等 開 口 の文 白 音 は それ ぞ れ 一

a、 一eであ り、 麻 韻 二 等 合 口 の文 白音 は それ ぞ れ ・ua、 一ueで あ る か ら、

文 言 音 中 の 主 母aとo、 あ る い は 白話 音 中 の 主 母 音aとeの 対 立 は と も に

果 仮 摂 に お け る一 等 と二 等 の明 白 な 区別 を反 映 して い る 。 また 、 この よ

う な あ り方 は それ ぞ れ の 閾 南 方 言 で は ほ とん ど共 通 の もの で あ る。

、例 字 廈 門 潭 州 泉 州 潮 州 海 南

歌(1等 歌 韻 開 口)一 〇/一ua-o/一ua-o/一ua-o/一ua-o/一ua

破(1等 戈 韻 合 口)一 〇/一ua-o/一ua-o/一ua-o/一ua-ua

遇(1等 戈 韻 合 口)一 〇/一e-o/一ue-o/一 〇 一ue-ue

家(2等 麻 韻 開 口)一a/一e-a/一 ε 一a/一e-e-a/一e

花(2等 麻 韻 合 口)一ua/一ue-ua/一ue-ua/一ue-ue-ua/一ue

謝(3等 麻 韻 開 口)一ia-ia-ia-ia-ia

しか し、 効 摂 を見 る な ら ば、 そ の文 白異 読 の対 応 関 係 は果 摂 の よ う に は

単 純 で は な い。

5)「 彙 集 雅 俗 通 十 五 音 」 会 文 堂 発 行 。

6)発 音 資 料 の ソ ー ス は、 「引 用 論 文 」 参 照 の こ と。

7)カ ール グ レ ン の い わ ゆ る 匚u音 変 」。
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8)文 言音のなかに白読系統に属する字が含 まれるのは別 に珍 しいことで

はない。例 えば、咸摂一等 「暫」 と二等 「減」は ともに文言音 として

一iamと読 まれるが、しかしそれに対応す る白話音 は存在 しない。その

実、 これらは白読系統 に所属するものである。

9)厂 増補彙音妙悟」廈門廿四崎脚会文書荘石印本。

10)王 育徳(1970)、 姚栄松(1988)な どの再構音はみな一致している。

11)ほ かにも 「考、好」な どの字が文言者 として 「莪韻」一3に現れる。

12)別 の可能 もある。すなわち、泉州 と興化は福州音の 一っを借用 して新

しい文言音 とした。その結果、古い文言音一〇は自分の地位 をこの新 し

い一っに譲って、白話音の地位に降 りてしまった。 ところが福州の影響力

は廈門以南の地域には波及せず、従ってこれ らの地点では一っ/一〇の対立

が形成されなかった、 とするものである。ただ し、いまのところ、この

考えは保留する。
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關於閾南話中效攝一・等字的文白異讀
(論文提要)

樋 口 靖

一般説來
,文 讀音、白話音的區別是一種語言應用上的觀念,跟 語音史上

的文讀層、白話層的區別有所出入;囚 爲後者是牽渉到語言本身的層次觀念
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而不顧語言使用的具體場面。不但文讀音裏面往往有新層、舊層之分,白 話

音裏面也還有這種分別。廈門話中效攝字的讀音比較單純,所 屬的各韻都有

一套文白讀
,就 是:豪(一 等)一 〇/一au,肴(二 等)一au/一a,宵(三 等)一

iau/一io,蕭(四 等)一iau/一io。 在二、三、四等各韻裏,前 者各 自是文讀 ,

後者各自是白話,這 是比較没有問題的。那麼,一 等豪韻兩個讀音之中娜一

個是 白話昵P傅 統的看法把一〇做爲文讀音而把一au做爲 白話音樹待著。因

爲,讀 一au的字不止是它的數量較少並且絶大部分是 口語常用的;相 反,讀

一〇的字其數量多得多而且全部都是用於讀書的
。對此,很 多語言學者却以

着重於語音系統的立場上把一au認爲文讀把一〇認爲 白話,這 樣才會使效攝裏

面的文讀韻母系統更加整齊,加 上會使白話韻母豪一〇、肴一a、宵一io、蕭一io

的同攝異等的内在聯系更加清楚。不過,廈 門話豪韻裏讀一au的字大部分是

來自上古音幽部一等的,是 不外乎上古音的遺留,是 屬於最舊的語言層次

的。所以我看這個一au仍然是應該做爲 白話韻母來處理才比較對頭。既然一

au是 白話,那 我們不得不以一〇做爲文讀,但 是値得注意的是這個一〇實際上

包括新與舊兩層的語言層次的事實。最新的層次就是從中古音一au經過一っ階

段借移下來的真正的文讀音,舊 層的一〇是在更早的一段時期的文讀音。它

的論據除了從廈門話音系本身找得出以外,還 能在泉州話中得到的。在 《彙

音妙悟》中,部 分效攝一等字重複:屬於高韻(一 っ)以 及刀韻(一 〇),全部效

攝一等字屬於高韻;這 些屬於高韻的是文讀音,屬 於刀韻的是白話音。對於

這種情形現代泉州音也是基本上一致的。可見泉州韻母至今還保留著一っ與一

〇這種新舊兩層文讀音的差別,廈 門韻母芸失了這個差別形成一個讀一〇的文

讀音。新的文讀音進來的縁故,泉 州話裏舊的文讀音被降到白話音的地位

了。泉州韻母一般比其他閾南話韻母還保守些複雑些,它 的系統可能反映閾

南話較古的語音情況,很 有價値利用於研究古代閲南話。
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